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アプリケーション情報共有によるP2Pネットワーク管理コストの削減
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1 はじめに
近年，ネットワーク上を流れるトラフィック量が増加
傾向にあり問題になっている．P2P（Peea-to-Peer）ア
プリケーションではネットワーク構築ためにオーバー
レイネットワークを用いている．しかし，ピアが複数の
アプリケーションを使用する場合、その利用数だけネッ
トワークへの参加処理などといったアプリケーションの
ネットワーク管理コストが必要になる．先行研究 [1]で
は，1つのオーバーレイネットワークで 2つの P2Pア
プリケーションを利用できるように管理し，P2Pネッ
トワークの管理コストの削減が検証されている．
本研究では，アプリケーション数がそれ以上なおかつ
ネットワークの規模が一定でない時に削減効果がどの程
度影響するのか検証する．

2 P2Pアプリケーションのアーキテクチャー
既存の P2P アプリケーションは様々なものがあり，
オーバーレイネットワークを用いて独自にネットワーク
を構築することで，ピア同士を接続し，コンテンツな
どの送受信やファイル等の検索を行っている．しかし，
P2Pアプリケーションがそれぞれにオーバーレイネッ
トワークの構築に必要な情報を収集するのは効率的で
はない．そこで ISP（Internet Service Provider）と連
携し外部情報を P2Pアプリケーションに対して提供す
ることでより通信を効率的にする研究がなされている．
ISPから情報を用いることで，ピアは同じ ISP内のピア
と通信を行いやすくなり，ISP間で発生するトランジッ
トコストを抑えることが可能となる．しかし，ISPから
の情報が前提とすると使用できる環境が限られてしま
うという問題がある．

3 情報共有による管理コスト削減
今回の提案手法では，1つのオーバーレイネットワー
クで複数のアプリケーションから利用できるようにネッ
トワークをサーバで管理する．それにより，それぞれ
のアプリケーションのネットワーク管理コストを削減
する．
オーバーレイネットワークの構築には，ネットワーク
に参加するピアのネットワーク上の位置を考慮して行
う．アプリケーションは代表となるピアもしくはサーバ
を用いて，ネットワーク管理サーバからネットワーク情
報を要求して取得する．
図 1 のような実ネットワークからオーバーレイネッ
トワークを構築した場合，ピア Cの様に 2つのアプリ
ケーションを利用しているピアは 2回ネットワークへの
参加処理が必要である．そこで提案手法では，オーバー

レイネットワークをアプリケーション間で共有している
ため，ピア Cは従来の手法よりも少ない参加処理で両
方のアプリケーションを利用できる．
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図 1 従来手法と提案手法のネットワーク例

4 シミュレーション
今回のシミュレーションでは，複数のアプリケーショ

ンがそれぞれオーバーレイネットワークを構築する従来
手法と複数のアプリケーションを１つのオーバレイネッ
トワーク上で管理する提案手法で比較を行う．比較は複
数のアプリケーションに共通しているピアの割合を変化
させ，オーバーレイネットワークを構築する際にかかっ
たパケット数を計測する．
オーバーレイネットワークの構築はネットワークに最

低１台のピアが参加している状態からピアを徐々に追
加しながら行う．参加するピアはネットワーク管理サー
バを知っているものとする．提案手法でそれぞれのアプ
リケーションに共通するピアは，一度ネットワークへの
参加処理を行い，次はサーバへの参加要求のみで終了
する．今回の提案手法では，ピアの離脱はオーバーレイ
ネットワークへの影響がないため考慮しない．

5 まとめ
本研究では，1つのオーバーレイネットワーク上で複

数の P2Pアプリケーションを利用できるように管理し
た．オーバーレイネットワークを共用することにより，
ネットワークの管理に要するコストを削減できることを
検証する．
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